




要約:

古典的染色体異常として、医師であれば誰もがその診断名は知りながら実態があまり知ら

れていない「ねこ啼き症候群(cri du chat syndrome)」の自然歴と考慮すべぎ諸問題を述

べる。本症候群は心奇形以外には内臓疾患の合併が稀で一般には生命予後が良い。染色体

欠失の大きさによって身体発育や精神連動発達に差異が存在したが、症状が軽度の場合で

も放置すると本人と家族に大きな傷害をきたしうるという具体例を示し、さらに正しいケ

アが少子化を改善する可能性をも示唆した。


